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列島保全への課題

全
国
総
合
開
発
計
画
（
全
総
）
と
新
全
総

津
浪
記
念
塔

　
岩
手
県
普
代
村
太
田
名
部

　

戦
後
の
社
会
資
本
整
備
の
考
え

方
を
知
る
に
は
、
相
次
い
で
つ
く

ら
れ
た
「
全
国
総
合
開
発
計
画
」

が
、
何
を
背
景
と
認
識
し
、
ど
ん

な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
か
を
見

る
と
分
か
り
や
す
い
。

　

１
９
５
０
年
（
昭
和
25
）
に
全

国
総
合
開
発
法
が
公
布
さ
れ
、
こ

れ
に
基
づ
く
総
合
開
発
計
画
が
何

度
か
試
み
ら
れ
た
が
正
式
決
定
に

至
ら
な
か
っ
た
。
60
年
に
池
田
勇

人
内
閣
の
所
得
倍
増
計
画
が
定
め

ら
れ
る
と
、
そ
の
た
め
の
国
土
政

策
の
計
画
と
し
て
62
年
、
最
初
の

全
国
総
合
開
発
計
画
が
決
定
さ
れ

た
。

　

こ
の
計
画
は
、
大
都
市
の
過
密

化
の
解
消
と
地
域
格
差
の
拡
大
防

止
を
重
要
な
地
域
的
課
題
と
し
、

解
決
策
と
し
て
拠
点
開
発
方
式
を

採
用
し
た
。
こ
れ
を
具
体
化
す
る

た
め
、
全
国
を
過
密
地
域
、
整
備

地
域
、
開
発
地
域
に
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
施
策
の
基
本

方
向
を
定
め
た
。
拠
点
開
発
方
式

の
具
体
的
戦
略
手
段
と
し
て
、「
新

産
業
都
市
建
設
促
進
法
」
と
「
工

業
整
備
特
別
地
域
整
備
促
進
法
」

が
つ
く
ら
れ
た
。

国
力
の
制
約
で
重
点
整
備

　

両
法
に
よ
り
整
備
す
べ
き
と
し

て
指
定
さ
れ
た
地
域
は
、
そ
の
後

の
地
域
整
備
法
に
基
づ
く
地
域
指

定
に
比
べ
る
と
、当
時
の
国
力（
国

の
財
政
力
や
経
済
力
）
を
反
映
し

て
、き
わ
め
て
限
定
的
な
も
の
で
、

指
定
区
域
を
も
た
な
い
県
が
い
く

つ
も
あ
っ
た
。
こ
の
頃
は
国
力
に

制
約
も
あ
り
、
重
点
的
な
整
備
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
人

々
が
受
け
入
れ
て
い
た
時
代
で
あ

っ
た
。

　

全
総
時
代
を
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
し
て
も
ら
う
た
め
、
こ
の
時
代

に
で
き
た
も
の
を
以
下
に
い
く
つ

か
紹
介
し
た
い
。

１
９
６
２
年
（
昭
和
37
）
＝
奥
只

見
ダ
ム
（
福
島
県
）
／
若
戸
大
橋

　

明
治
29
年
、
昭
和
8
年
の
三

陸
地
震
津
波
の
教
訓
と
し
て
、

太
田
名
部
漁
港
に
近
い
標
高
10

㍍
の
山
す
そ
に
建
つ
高
さ
１
・

９
㍍
の
碑
は
、
表
に
５
カ
条
の

注
意
事
項
、
裏
に
被
災
実
態
を

刻
む
。

【
碑
文
の
表
】

一
、
大
地
震
の
後
に
は
津
波
が

来
る

一
、
地
震
が
あ
っ
た
ら
高
い
所

へ
集
ま
れ

と
自
然
の
調
和
、
自
然
の
恒
久
的

保
護
・
保
存
、
地
域
特
性
を
生
か

し
た
開
発
整
備
に
よ
る
国
土
利
用

の
再
編
成
と
効
率
化
、
安
全
・
快

適
・
文
化
的
環
境
条
件
の
整
備
保

全
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
て
「
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
」
が
う
た

わ
れ
た
。

　

新
幹
線
、
高
速
道
路
等
の
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
大
規

模
産
業
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

を
推
進
す
る
こ
と
で
国
土
利
用
の

偏
在
を
是
正
し
、
過
密
過
疎
、
地

域
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
が
新
全

総
の
狙
い
だ
っ
た
。

　

新
全
総
時
代
に
完
成
し
た
事
業

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

69
年
（
昭
和
44
）
＝
八
郎
潟
干
拓

国
営
事
業
（
秋
田
県
）
／
東
名
高

速
道
路
全
通
▽
72
年
＝
山
陽
新
幹

線
新
大
阪
～
岡
山
間
開
通
▽
74
年

＝
香
川
用
水
通
水
（
香
川
県
・
高

知
県
）
▽
75
年
＝
山
陽
新
幹
線
全

通
（
東
京
～
博
多
間
新
幹
線
全
線

開
通
）

　

72
年
に
は『
日
本
列
島
改
造
論
』

（
田
中
角
栄
著
）
が
出
版
さ
れ
て

い
る
。

需
要
が
爆
発
し
た
時
代

　

経
済
成
長
の
時
代
は
別
の
言
い

方
を
す
る
と
「
需
要
が
爆
発
し
た

６

（
福
岡
県
）
▽
63
年
＝
黒
部
ダ
ム

（
富
山
県
）
▽
64
年
＝
伊
勢
湾
高

潮
防
潮
堤
（
愛
知
県
）
／
東
海
道

新
幹
線
▽
65
年
＝
名
神
高
速
道
路

全
通
▽
66
年
＝
天
草
五
橋
（
熊
本

県
）
▽
68
年
＝
下
久
保
ダ
ム
（
群

馬
県
）

　
　
　
　
　

◇

　

69
年
（
昭
和
44
）
に
は
「
新
全

総
（
新
全
国
総
合
開
発
計
画
）」

が
策
定
さ
れ
た
。
全
総
の
予
想
を

は
る
か
に
上
回
る
速
さ
で
経
済
が

成
長
し
、
全
総
の
意
図
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
人
口
・
産
業
の
大
都
市

集
中
と
過
疎
問
題
が
生
じ
た
こ
と

で
、
企
画
さ
れ
た
。

　

70
年
（
昭
和
45
）
の
通
常
国
会

は
「
公
害
国
会
」
と
い
わ
れ
た
ほ

ど
、
公
害
問
題
に
対
処
す
る
法
制

度
の
整
備
が
議
論
さ
れ
た
国
会
だ

っ
た
。そ
の
時
代
背
景
を
受
け「
豊

か
な
環
境
の
創
造
」
が
基
本
目
標

と
な
っ
た
。
高
福
祉
社
会
を
目
指

し
て
人
間
の
た
め
の
豊
か
な
環
境

を
創
造
し
、
長
期
に
わ
た
る
人
間

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
⑧

一
、
津
波
に
追
は
れ
た
ら
ど
こ

で
も
此
所
位
よ
り
高
い
所
ヘ

一
、
遠
く
へ
逃
げ
て
は
津
波
に

追
付
か
る　

近
く
の
高
い
所
に

用
意
し
て
置
け

一
、
県
指
定
の
住
宅
適
地
よ
り

低
い
所
へ
家
を
建
て
る
な

【
碑
文
の
裏
】

明
治
二
十
九
年
丙
申
年
旧
五
月

五
日
午
後
八
時　

大
津
波
襲
来

普
代
村
の
被
害
流
失　

家
屋
七

十
八
戸
死
者
三
百
四
十
三
名 

負
傷
百
五
十
八
名

昭
和
八
年
三
月
三
日
午
前
二
時

三
十
分　

上
下
に
動
揺
す
る
強

震
あ
り　

続
い
て
三
時
頃
よ
り

大
音
響
と
共
に
大
津
波
の
襲
来

あ
り

高
度
経
済
成
長
と
イ
ン
フ
ラ
整
備

時
代
」
と
言
え
る
。
年
々
急
速
に

交
通
量
が
伸
び
、
人
の
流
れ
や
物

流
が
増
え
た
た
め
、
対
応
す
る
の

が
精
一
杯
と
い
う
時
代
。
道
路
も

渋
滞
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
、
渋
滞
カ
所
を
解
消
す
る
こ
と

が
何
よ
り
急
が
れ
た
。

　

河
川
整
備
に
つ
い
て
も
同
様
の

考
え
方
だ
っ
た
。
降
っ
た
雨
を
一

秒
で
も
早
く
海
に
運
ぶ
の
が
よ
り

よ
い
河
川
と
考
え
る
な
ら
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
し
ま
う
河
川

整
備
は
、
味
も
素
っ
気
も
な
い
が

合
理
的
な
方
法
だ
っ
た
。そ
の
後
、

生
活
周
辺
の
自
然
環
境
を
大
切
に

す
る
価
値
が
重
視
さ
れ
る
時
代
に

な
る
と
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
否

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
需
要

を
効
率
的
に
追
い
か
け
る
観
点
か

ら
は
合
理
性
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

資
金
を
効
率
的
に
用
い
な
が

ら
、
需
要
に
応
じ
た
供
給
を
行
う

こ
と
が
何
よ
り
優
先
さ
れ
た
時
代

の
遺
物
と
言
え
る
が
、
小
規
模
な

水
路
な
ど
、
現
在
も
こ
の
方
法
で

十
分
な
も
の
も
あ
る
。

　

三
大
都
市
圏
と
地
方
圏
の
人
口

の
社
会
増
減
を
示
し
た
図
を
見
れ

ば
分
か
る
よ
う
に
、
大
変
な
数
の

人
間
が
地
方
か
ら
大
都
市
に
移
動

し
、
や
が
て
過
密
過
疎
の
問
題
に

な
る
。
人
口
移
動
は
住
宅
行
政
で

も
、
戸
数
の
確
保
を
何
に
も
ま
し

て
優
先
課
題
と
さ
せ
た
。

　

一
言
で
い
え
ば
、
需
要
の
爆
発

へ
の
対
応
が
国
土
造
り
で
最
優
先

さ
れ
る
時
代
が
、
高
度
経
済
成
長

の
時
代
だ
っ
た
と
い
え
る
。

東名高速道路

黒部ダム

三
時
十
分
頃　

最

も
被
害
あ
り

普
代
村
の
流
失
戸

数
七
十
八
戸

死
者
百
三
十
五
名

　

負
傷
者
八
十
一

名
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